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ウ素中性子捕捉療法） results in Finland and future plans」と
題し講演を開催した．Heikki Joensuu教授は，ホウ素中性

























































































































第 ₂回 ₂₀₀₈年 ₁ 月₁₁日（金）
演題「抗がん剤の副作用と支持療法」担当：千島隆司，市川靖史（乳腺外科）
第 ₃回 ₂₀₀₈年 ₁ 月₂₄日（木）
演題「横浜市立大学附属病院における院内がん登録」担当：丸山三奈美（がん情報管理室）
第 ₄回 ₂₀₀₈年 ₂ 月 ₆ 日（水）
演題「骨転移の画像診断・放射線治療」担当：雫下一也，幡多政治（放射線科）
第 ₅回 ₂₀₀₈年 ₂ 月₁₉日（火）
演題「骨転移に対する手術の適応・方法・予後」担当：整形外科
第 ₆回 ₂₀₀₈年 ₃ 月 ₅ 日（水）
演題「骨転移に対する経皮的椎体形成術の効果」「ビスホスホネートと骨転移痛マネージメント」
担当：小川賢一，太田周平（麻酔科）
第 ₇回 ₂₀₀₈年 ₃ 月₁₈日（火）
演題「外来化学療法室年間報告」担当：信田久江（看護部），太田一郎（薬剤部），整形外科
第 ₈回 ₂₀₀₈年 ₄ 月 ₂ 日（水）
演題「転移巣の治療法：肝転移」担当：消化器外科
第 ₉回 ₂₀₀₈年 ₄ 月₁₅日（火）
演題「脳転移の治療法」担当：脳神経外科
第₁₀回 ₂₀₀₈年 ₅ 月 ₇ 日（水）
演題「がん患者の抑うつ症状・うつ病，がん患者におけるせん妄」
担当：加藤大慈，山本かおり（神経内科）
第₁₁回 ₂₀₀₈年 ₅ 月₂₀日（火）
演題「進行口腔癌に対する超選択的動注化学療法，同時放射線併用療法」担当：光藤健司（口腔外科）
第₁₂回 ₂₀₀₈年 ₆ 月 ₄ 日（水）
演題「肺転移の外科的治療」担当：一般外科
第₁₃回 ₂₀₀₈年 ₆ 月₁₇日（火）
演題「癌に伴うリンパ浮腫の診断・治療」担当：前川二郎（形成外科）





第₁₅回 ₂₀₀₈年 ₇ 月₁₅日（火）
演題「原発不明がんの診断と治療方針」担当：臨床腫瘍科，乳腺外科
第₁₆回 ₂₀₀₈年 ₈ 月 ₆ 日（水）
演題「肝細胞がんの診断・治療」担当：桐越博之（消化器内科）
第₁₇回 ₂₀₀₈年 ₉ 月 ₃ 日（水）
演題「リンパ節腫脹の診断」担当：富田直人（リウマチ血液感染症内科）
第₁₈回 ₂₀₀₈年 ₉ 月₁₆日（火）
演題「頭頸部癌の診断・治療」担当：三上康和，佃守（耳鼻咽頭科）










第₂₅回 ₂₀₀₉年 ₁ 月₂₀日（水）
演題「若年成人に発症した小児型悪性腫瘍に対する治療方針」担当：後藤裕明（小児科）
第₂₆回 ₂₀₀₉年 ₂ 月 ₄ 日（水）
演題「がん切除後の再建手術－up to date-」担当：前川二郎（形成外科）
第₂₇回 ₂₀₀₉年 ₂ 月₁₇日（火）
演題「食道がんの抗がん剤治療」担当：後藤歩（臨床腫瘍科）
第₂₈回 ₂₀₀₉年 ₃ 月 ₄ 日（水）
演題「胆膵癌の抗がん剤治療」担当：遠藤格（消化器・腫瘍外科）
第₂₉回 ₂₀₀₉年 ₃ 月₁₇日（火）
演題「軟部腫瘍の診断と治療」担当：整形外科
第₃₀回 ₂₀₀₉年 ₄ 月₂₁日（火）
演題「キャンサーボードについて・胃癌患者の治療とQOL」担当：今田敏夫（病院長）
第₃₁回 ₂₀₀₉年 ₅ 月₁₉日（火）
演題「がん登録報告」担当：丸山三奈美（医療情報部）
第₃₂回 ₂₀₀₉年 ₆ 月 ₃ 日（水）
演題「甲状腺癌の診断と治療」担当：和田修幸（一般外科）
第₃₃回 ₂₀₀₉年 ₆ 月₁₆日（火）
演題「外来化学療法の安全管理」担当：宮城悦子（化学療法センター長）
第₃₄回 ₂₀₀₉年 ₇ 月 ₁ 日（水）
演題「腫瘍と血栓症」担当：菅野晃靖（循環器内科）
第₃₅回 ₂₀₀₉年 ₇ 月₂₁日（火）
演題「PETの読み方」担当：立石宇貴秀（放射線科）
第₃₆回 ₂₀₀₉年 ₈ 月 ₅ 日（水）
演題「オピオイド副作用対策の注意点」担当：原田紳介，加藤大慈，畑千秋，小川賢一（緩和ケアチーム）
第₃₇回 ₂₀₀₉年 ₉ 月 ₂ 日（水）
演題「乳がんの術前化学療法について」担当：石川孝（乳腺甲状腺外科）
第₃₈回 ₂₀₀₉年 ₉ 月₁₅日（火）
演題「がんと栄養－ESPENのガイドラインより」担当：大塚将秀（NST/麻酔科より）













第₄₄回 ₂₀₁₀年 ₁ 月₁₉日
演題「ヘリコバクター・ピロリと胃マルトリンフォーマ」担当：所知加子，稲森正彦（消化器内科）
第₄₅回 ₂₀₁₀年 ₂ 月 ₃ 日（水）
演題「抗がん剤による皮膚障害」担当：和田秀文，國見裕子（皮膚科）
第₄₆回 ₂₀₁₀年 ₂ 月₁₆日（火）
演題「新しくなったRECISTについて」担当：長谷川聡（消化器・腫瘍外科）
第₄₇回 ₂₀₁₀年 ₃ 月 ₃ 日（水）
演題「白血病の診断と治療－JALSG研究によるEvidenceの創出－」担当：藤田浩之（リウマチ血液感染内内科）
第₄₈回 ₂₀₁₀年 ₄ 月₂₀日（火）
演題「横浜市立大学キャンサーボード」担当：今田敏夫（がんプロコーディネーター委員会委員長）
第₄₉回 ₂₀₁₀年 ₅ 月₁₈日（火）
演題「ストマについて」担当：大田貢由（消化器肝移植外科）
第₅₀回 ₂₀₁₀年 ₆ 月 ₂ 日（水）
演題「子宮頸癌予防ワクチンについて」担当：宮城悦子（産婦人科・化学療法センター長）
第₅₁回 ₂₀₁₀年 ₆ 月₁₅日（火）
演題「化学療法誘発悪心・嘔吐のメカニズムと治療最前線」担当：佃守（耳鼻咽頭科）
第₅₂回 ₂₀₁₀年 ₇ 月 ₇ 日（水）
演題「肺がんについて」担当：宮沢直幹（呼吸器内科）
第₅₃回 ₂₀₁₀年 ₇ 月₂₀日（火）
演題「外来化学療法室報告」担当：加藤亮子（外来化学療法室　看護師）
第₅₄回 ₂₀₁₀年 ₈ 月 ₄ 日（水）
演題「新しい医療の形：がん地域連携について」担当：佐藤靖郎（済生会若草病院）
第₅₅回 ₂₀₁₀年 ₉ 月 ₁ 日（水）
演題「PETの読み方（ 2 ）」担当：雫石一也（放射線科）
第₅₆回 ₂₀₁₀年 ₉ 月₁₄日（火）
演題「がん登録報告」担当：丸山三奈美（医療情報部）










第₆₂回 ₂₀₁₁年 ₁ 月₁₈非（水）
演題「カプセル内視鏡」担当：遠藤宏樹（内視鏡センター）





第₆₄回 ₂₀₁₁年 ₂ 月₁₅日（火）
演題「化学療法に伴う口内炎治療・口腔ケアについて」担当：渡邊圭（歯科・口腔外科）
第₆₅回 ₂₀₁₁年 ₃ 月 ₂ 日（水）
演題「遺伝性腫瘍・家族性腫瘍」担当：平原史樹（産婦人科教授・遺伝子診療部）
第₆₆回 ₂₀₁₁年 ₃ 月₁₅日（水）
演題「乳がんを美しく治すオーダメイドの乳房再建」
第₆₇回 ₂₀₁₁年 ₄ 月₁₉日（火）
演題「キャンサーボードについて」担当：平原史樹（がんプロコーディネーター委員長）
第₆₈回 ₂₀₁₁年 ₅ 月₁₇日（火）
演題「がん患者と褥瘡」担当：山田千寿（褥瘡対策チーム）
第₆₉回 ₂₀₁₁年 ₆ 月 ₁ 日（水）
演題「チーム医療による乳がん患者の支援」担当：太田一郎，蜂巣志乃，水田由佳，千島隆司
第₇₀回 ₂₀₁₁年 ₆ 月₂₁日（火）
演題「癌と漢方」担当：荒井勝彦（東海大学医学部東洋医学講座）
第₇₁回 ₂₀₁₁年 ₇ 月 ₆ 日（水）
演題「がんの免疫療法とは何か」担当：佃守（耳鼻咽頭科・頭頸部外科）
第₇₂回 ₂₀₁₁年 ₇ 月₁₉日（火）
演題「外来化学療法室からの最新情報」担当：宮城悦子，後藤洋仁（外来化学療法室）
第₇₃回 ₂₀₁₁年 ₈ 月 ₃ 日（水）
演題「先端放射線治療」担当：幡多政治（放射線科）
第₇₄回 ₂₀₁₁年 ₉ 月 ₇ 日（水）
演題「がん登録報告」担当：丸山三奈美（医療情報部）
第₇₅回 ₂₀₁₁年 ₉ 月₂₀日（火）
演題「がんと感染症・主に好中球減少症について」担当：加藤英明・築地淳（感染症科）





第₇₈回 ₂₀₁₁年₁₁月 ₂ 日（火）
演題「イリノテカンの使い方」担当：太田一郎（薬剤部）





第₈₁回 ₂₀₁₂年 ₁ 月₁₇日（火）
演題「がん薬物療法専門スタッフのための胃癌・食道癌の治療」担当：後藤歩（臨床腫瘍科）
第₈₂回 ₂₀₁₂年 ₂ 月 ₁ 日（水）
演題「肝・胆・膵がん治療のトピックス/治療戦略」担当：島村健（臨床腫瘍科）
第₈₃回 ₂₀₁₂年 ₂ 月₂₁日（水）
演題「がん・化学療法に伴う骨髄抑制とその対策－G-CSFの使い方を中心に－」担当：上條亜紀（輸血細胞治療部）
第₈₄回 ₂₀₁₂年 ₃ 月 ₇ 日（水）
演題「症例検討①直腸MALTリンパ腫　② 2 つの成分からなる副腎腫瘍」担当：臨床腫瘍科
第₈₅回 ₂₀₁₂年 ₄ 月₁₇日（火）
演題「横浜市立大学キャンサーボード」担当：遠藤格（がんプロコーディネーター委員長）





第₈₇回 ₂₀₁₂年 ₅ 月₁₅日（火）
演題「骨・軟部腫瘍の診断と治療」担当：松尾光祐（整形外科）
第₈₈回 ₂₀₁₂年 ₆ 月 ₆ 日（水）
演題「小児の脳腫瘍」担当：加藤宏美（小児科）
第₈₉回 ₂₀₁₂年 ₆ 月₁₉日（火）
演題「がん臨床試験に必要な臨床統計の基礎」担当：森田智視（臨床統計学）
第₉₀回 ₂₀₁₂年 ₇ 月 ₄ 日（水）
演題「卵巣癌について」担当：佐藤美紀子（産婦人科）
第₉₁回 ₂₀₁₂年 ₇ 月₁₇日（火）
演題「外来化学療法センター関連報告―がん研有明病院研修報告と当院の今後の課題－」
担当：宮城悦子（化学療法センター長），彌冨恵（薬剤部）
第₉₂回 ₂₀₁₂年 ₈ 月 ₁ 日（水）
演題「悪性リンパ腫の治療」担当：富田直人（病態免疫制御内科学）
第₉₃回 ₂₀₁₂年 ₉ 月 ₅ 日（水）
演題「がん性髄膜炎（非原発性脳腫瘍に伴うもの）」担当：佐藤秀光（脳神経外科）
第₉₄回 ₂₀₁₂年 ₉ 月₁₈日（火）
演題「薬剤性肺障害」担当：小林信明（呼吸器内科）












第₁₀₁回 ₂₀₁₃年 ₂ 月 ₆ 日（水）
演題「がん患者さんの口腔ケア」担当：光藤健司（口腔外科）
第₁₀₂回 ₂₀₁₃年 ₂ 月₁₉日（火）
演題「化学療法におけるB型肝炎ウイルス再活性化について」担当：斉藤聡（消化器内科）
第₁₀₃回 ₂₀₁₃年 ₃ 月 ₆ 日（水）
演題「今年のまとめ：症例検討」担当：市川靖史（臨床腫瘍科）
第₁₀₄回 ₂₀₁₃年 ₄ 月₁₆日（火）
演題「脊椎転移患者の生命予後と機能予後」担当：河合卓也（横浜市立脳血管医療センター）
第₁₀₅回 ₂₀₁₃年 ₅ 月 ₁ 日（水）
演題「がん治療と妊娠」
担当：奥田美加（横浜医療センター産婦人科），村瀬真理子（横浜市大附属総合医療センター・生殖医療センター）
第₁₀₆回 ₂₀₁₃年 ₅ 月₂₁日（火）
演題「がんと褥瘡ケア」担当：山田千春（皮膚・排泄ケア認定看護師）
第₁₀₇回 ₂₀₁₃年 ₆ 月 ₅ 日（水）
演題「化学療法のクリティカルポイント」担当：宮城悦子（化学療法センター長）





第₁₀₉回 ₂₀₁₃年 ₇ 月 ₃ 日（水）
演題「がんとホルモン治療」
担当：石川孝（乳腺・甲状腺外科），上村博司（泌尿器病態学），佐藤美紀子（産婦人科）
第₁₁₀回 ₂₀₁₃年 ₇ 月₁₆日（火）
演題「第 5 回骨転移キャンサーボード」担当：市川靖史（臨床腫瘍科）
第₁₁₁回 ₂₀₁₃年 ₈ 月 ₇ 日（水）
演題「がん治療と男性不妊」担当：湯村寧（泌尿器科）
第₁₁₂回 ₂₀₁₃年 ₉ 月 ₄ 日（水）
演題「がんとスピリチャルケア」担当：樽見葉子（カナダ・アルバータ大学　緩和ケア科）
第₁₁₃回 ₂₀₁₃年 ₉ 月₁₇日（火）
演題「DNRについて話し合う」担当：斉藤真理（センター病院　化学療法・緩和ケア部）








第₁₁₈回 ₂₀₁₃年₁₂月 ₄ 日（水）
演題「フェンタニル速報性製剤について」担当：川田和弘（麻酔科），小宮幸子（薬剤部）
第₁₁₉回 ₂₀₁₄年 ₁ 月₂₈日（火）
演題「骨転移のRI内用療法」担当：幡多政治（放射線科）
第₁₂₀回 ₂₀₁₄年 ₂ 月₁₈日（火）
演題「がん治療者から見たがん患者のピアサポート活動」担当：佐藤美紀子（産婦人科）
第₁₂₁回 ₂₀₁₅年 ₃ 月 ₅ 日（水）
演題「今年のまとめ：症例検討」担当：市川靖史（臨床腫瘍科）
第₁₂₂回 ₂₀₁₄年 ₄ 月₁₅日（火）
演題「第 8 回骨転移キャンサーボード」
担当：橋田修・神田義明（産婦人科），日比谷孝志（病理部），上石貴之（整形外科），菅江貞享（乳腺外科）
第₁₂₃回 ₂₀₁₄年 ₅ 月 ₇ 日（水）
演題「PETの読み方（ 4 ）」担当：川野剛（放射線科）
第₁₂₄回 ₂₀₁₄年 ₅ 月₂₀日（火）
演題「口腔ケアの重要性―特に癌周術期口腔管理における当院での取組について－」担当：來生知（口腔外科）
第₁₂₅回 ₂₀₁₄年 ₆ 月 ₄ 日（水）
演題「がん化学療法剤と皮膚障害」担当：和田秀文（皮膚科）
第₁₂₆回 ₂₀₁₄年 ₆ 月₁₇日（火）
演題「がん臨床試験における統計解析」担当：田栗正隆（臨床統計学・疫学）
第₁₂₇回 ₂₀₁₄年 ₇ 月 ₂ 日（水）
演題「CVポート管理について」担当：市川靖史（がん総合医科学），加藤亮子（外来化学療法センター）
第₁₂₈回 ₂₀₁₄年 ₇ 月₁₅日（火）
演題「第 9 回骨転移キャンサーボード」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₂₉回 ₂₀₁₄年 ₈ 月 ₆ 日（水）
演題「ダ・ヴィンチとロボット支援型前立腺全摘術」担当：中井川昇（泌尿器科）
第₁₃₀回 ₂₀₁₄年 ₉ 月 ₃ 日（水）
演題「原発不明癌（ 1 ）」担当：徳久元彦（がん総合医科学），川野藍子（産婦人科）





第₁₃₂回 ₂₀₁₄年₁₀月 ₁ 日（水）
演題「白金系抗がん剤の使い方」担当：太田一郎（薬剤部）










第₁₃₈回 ₂₀₁₅年 ₁ 月₂₀日（火）
演題「第11回骨転移キャンサーボード：骨転移の放射線治療年次報告，整形外科における骨転移症例まとめ」
担当：幡多政治（放射線科），上石貴之（整形外科）
第₁₃₉回 ₂₀₁₅年 ₂ 月 ₄ 日（水）
演題「乳がん患者・院内患者会（ハートマンマの会）について」
担当：蜂巣志乃・高橋優里（看護部），太田一郎（薬剤部）
第₁₄₀回 ₂₀₁₅年 ₃ 月₁₇日（火）
演題「今年のまとめ」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₄₁回 ₂₀₁₅年 ₄ 月₁₄日（火）
演題「第12回骨転移キャンサーボード」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₄₂回 ₂₀₁₅年 ₅ 月₁₉日（火）
演題「高精度放射線治療（SRT, IMRT）」担当：小池泉（放射線科）
第₁₄₃回 ₂₀₁₅年 ₆ 月 ₃ 日（水）
演題「抗がん剤と皮膚障害－EGFRを中心に－」担当：和田秀文（皮膚科）
第₁₄₄回 ₂₀₁₅年 ₆ 月₁₆日（火）
演題「症例からみるがん医療の漢方サポート」
担当：林明宗（神奈川県立がんセンター漢方サポートセンター東洋医学科・脳神経外科部長）
第₁₄₅回 ₂₀₁₅年 ₇ 月 ₁ 日（水）
演題「がんと生殖医療」担当：村瀬真理子（生殖医療センター婦人科）




第₁₄₇回 ₂₀₁₅年 ₈ 月₁₈日（火）
演題「第13回骨転移キャンサーボード」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₄₈回 ₂₀₁₅年 ₉ 月 ₂ 日（水）
演題「前立腺小線源治療10年間　1200症例の検討」担当：林成彦（泌尿器科）
第₁₄₉回 ₂₀₁₅年 ₉ 月₁₅日（火）
演題「外来化学療法センターの現状と今後の課題」担当：佐藤美紀子（化学療法センター長）
















第₁₅₆回 ₂₀₁₆年 ₁ 月 ₆ 日（水）
演題「CVポート管理について」担当：加藤亮子（がん化学療法センター）
第₁₅₇回 ₂₀₁₆年 ₁ 月₁₉日（火）
演題「骨転移の放射線治療」担当：幡多政治（放射線科）
演題「2015年整形外科における骨転移症例のまとめ」担当：上石貴之（整形外科）




第₁₅₉回 ₂₀₁₆年 ₂ 月₁₆日（火）
演題「横浜市立大学附属病院がん告知マニュアル」担当：佐藤美紀子（化学療法センター長）
　　 「延命措置をしないということを考える」担当：橳島次郎（生命倫理政策研究会　共同代表）
第₁₆₀回 ₂₀₁₆年 ₂ 月₂₆日（金）
演題「臨床栄養学，代謝学から見た骨格筋」
担当：Vickie E Baracos先生（カナダ・アルバータ大学緩和医療部門　教授）
第₁₆₁回 ₂₀₁₆年 ₃ 月₁₅日（火）
演題「今年のまとめ：症例検討会」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₆₂回 ₂₀₁₆年 ₅ 月₁₇日（火）
演題「骨転移キャンサーボード2015年の全症例Review」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₆₃回 ₂₀₁₆年 ₆ 月 ₁ 日（水）
演題「当院における免疫チェックポイント阻害剤の肝障害について」担当：加藤真吾・斉藤聡（肝胆膵消化器病学）
第₁₆₄回 ₂₀₁₆年 ₆ 月₂₁日（火）
演題「術前抗がん剤治療における内視鏡の役割」担当：窪田賢輔（内視鏡センター）
第₁₆₅回 ₂₀₁₆年 ₇ 月 ₆ 日（水）
演題「これからのがん医療　エビデンスやガイドラインにとらわれないがん医療」
担当：勝俣範之（日本医科大学武蔵小杉病院腫瘍内科教授，部長，外来化学療法室　室長）




第₁₆₇回 ₂₀₁₆年 ₈ 月 ₃ 日（水）₁₈:₀₀～₁₉:₀₀
演題「第17回骨転移キャンサーボード：症例検討会」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₆₈回 ₂₀₁₆年 ₉ 月 ₇ 日（水）
演題「抗がん剤による腎障害について」担当：佐藤美紀子（産婦人科）
第₁₆₉回 ₂₀₁₆年 ₉ 月₂₀日（火）
演題「胆膵領域における超音波内視鏡診断」担当：佐藤高光（肝胆膵消化器病学）
















第₁₇₅回 ₂₀₁₇年 ₁ 月₁₇日（火）
演題「第19回骨転移キャンサーボード（年報）」
担当：幡多政治先生（がん総合医科学・放射線腫瘍学），松尾光祐先生（整形外科）
第₁₇₆回 ₂₀₁₇年 ₂ 月₂₁日（火）
演題「第 4 回地域連携カンファレンス」
担当：八森淳（つながるクリニック院長），大友路子（つながるクリニック相談室室長）




第₁₇₈回 ₂₀₁₇年 ₃ 月₂₁日（火）
演題「今年のまとめ：乳癌・多発骨転移による 2 症例その後の経過」
担当：がん総合医科学，臨床腫瘍科，乳腺外科，放射線科，整形外科，緩和ケアチーム他
第₁₇₉回 ₂₀₁₇年 ₃ 月₂₄日（金）
演題「BNCT（ホウ素中性子捕捉療法）results in Finland and future plans」
担当：Dr. Heikki Joensuu, Professor（Research director of cancer center, Helsinki University Hospital）
第₁₈₀回 ₂₀₁₇年 ₄ 月₁₈日（火）
演題「第20回骨転移キャンサーボード」担当：市川靖史（がん総合医科学）
第₁₈₁回 ₂₀₁₇年 ₅ 月₁₆日（火）
演題「遺伝性癌に関する横浜市立大学の取り組み」
担当：浜之上はるか（遺伝子診療部産婦人科）
第₁₈₂回 ₂₀₁₇年 ₆ 月 ₇ 日（水）
演題「遺伝性乳がん卵巣がん症候群」担当：須郷慶信（産婦人科）
第₁₈₃回 ₂₀₁₇年 ₆ 月₂₀日（火）
演題「周術期歯科医療連携推進のための市・歯科医師会・市大の三者協定について」担当：來生知先生（口腔外科）




第₁₈₅回 ₂₀₁₇年 ₇ 月₁₀日（月）
演題「Precision Medicineとは癌の遺伝子変異と治療標的を同定するだけのことか」
担当：高部　和明（ロズウェールパークがん研究所・乳癌外科教授）






NEW TRAINING PLAN FOR CANCER PROFESSIONALS RESPONDING TO MULTIPLE NEEDS 
－PROSPECT OF MEASURES TO PROMOTE TRAINING PLAN DEVELOPED BY YOKOHAMA CITY 
UNIVERSITY FOR THOSE INVOLVED IN VARIOUS CANCER-RELATED PROFESSIONS－
Yasuko OkanO ₁ ）, Yasushi IchIkawa ₁ ）, Itaru EndO ₂ ） 
₁ ）Department of Oncology, Yokohama City University Graduate School of Medicine 
₂ ）Department of Gastrointestinal Surgery and Clinical Oncology,  
Yokohama City University Graduate School of Medicine
　Recently, along with the globalization and development of information communication technology, remote classes 
(e-learning) have been actively utilized at universities.  E-learning refers to classes provided by means of information 
technology using electronic media.  In the first- and second-phase training plans for cancer professionals carried out 
at Yokohama City University, we (₁) developed a total system considering diversity, sustainable education, and 
globalization, (₂) improved the system considering the dignity of life, and (₃) formed a harmonized educational 
foundation of multimodal cancer treatment through e-learning, thus bringing benefits to cancer care.  In July ₂₀₁₇, 
the third-phase training plan for cancer professionals responding to multiple needs was accepted.  The three continued 
programs contribute to the development of a base of cooperation among universities throughout Japan and human 
resources of multiple professions, and act as a bridge to realize beyond the limitations of the various professions.  In 
this article, the outline of the third-phase training plan for cancer professionals and examples of e-learning for 
harmonized education at Yokohama City University are explained.
